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L~ ヲ之 f品、いけた 1\ 0 

健法草以妙め翁ゴ式・ーーたとえ応ぺ庁、ームめ理拘や、実受lぱ埋与、

7 

等々一一-(3邑 l時、ιぽ ，さのめ之偲:-f:生作に， (主塊lW)労7同開設

仇 fdF-tデノ主Ii;F是主'it之しまう。二 U¥~. 丈をに.理論拘ヒ箔1冬空めdi

ろとこ 3~'‘とみ ' て\¥ 1¥だ 3ぅ。致¥，伝FJir;J. b、，いくつがの市3是手足

合的責立をたしず初乏忘れうちに，計7用聞きう〈司忍丘左前官~l 1.. l d:

ヲたのさ、!ユ， 能L車ミE1y仁写当高一千司史実g1命がて啓球主 U¥3毘ー込山丈去、，市く

TJ 勺之しまうがち，で'~ð-"

「張 11~長短」の時立問〆一服ι〆前者之さきお 1\ <3を u\. rJ I おぜ、か

で この点 l手.以前，毘mrNワ2]Xド rUfrl温の遇的不町向E性 J と L之

監勃 ι巳と二三百 t必 3て3¥ 号するに，さz芝、:;J.7ユオ可動(乏堤阪)
のみ¥¥t号、め比まを珂無性1う・忍1¥から. <:' d7)d 0 ~皇子f:-a-<õ椅で α 民主茨耳

音色也にs... 一主主主包同魚の枝i念 ζ 庁6Ü・つ\\てい三ヒコ二ちがふ~ 0 1当活

亡よろ主主守十づ、「ヤ仁5フ之，言語|めミi年7プf手，ミTD号主主取る結現ι. 11.s 
，¥ 3喜男色に何者うき夜長 L之¥¥ぐととか，司芦ミと存 '7 1三のを・あゥた。

とこ "3t?'¥ 社 J念ー板吏読1きは.この d.:うに巧抄に、割合左派すこと

lユεき危 1¥，乏のため、 こrさまざ、手定弘行動αj;)l¥だに，豆悔の l蹟芦二関

係を事実 ~L 之 1\ くことrJ-.芝町的 z v-q.'少しく f吾、之¥¥芸 o (鳥主主

的だとささ、信ちtb"G¥¥に('3)こう L1=煩芹関係「エ，ちぶっと受つ

がりをうに危 '1、ピ¥¥ラめか，寝酒さ、2同dQ l F-:. f7"っ Z. 当然、 r

珍i~\公理斗七万安江 L 守\ \ことにTà-ワ，安11 閉照殺そラ吾丘仁~"‘と乏

之さきのが、，喜望与さ‘あ ð ζ 包~n汎 ðo

NB健福段、広初朝間容t今吾存除問1牢r.::."d)、"之ぽ句、るIlJt2・‘う白日向領芝IJ¥"，

令念につ，¥2.:詩的¥Md二足め-xp.で多かちた.ニU¥院も勃ヲ惇庄関数φ再向

額要旨さE五号。 \þ't. 詰ゑζ，，~理鎮守2、fô . ね!ここL間働?主虫色巳q~，方7

間関泳/..0芭存与/自Eね~1.J..I¥ <) 

つぎに，報酬-:1之ト主主主ヰ{tの、号事正命母のう干に、詩為芝誌に

ヨナょう o

安全量麦芽φ憶をのあク Ë~豆務総権準乏岱，あき組~三q 行動フヴ‘俺の

留信手司行動に亘搭!二作用 di3ことl手，考之むい・乏IJ¥.l'd， 1宜帰き通

r之lð~3蜜 ζ 存\¥ 0 lかを，帝王誌が"十令1ごされ(包λの需零霊〆
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投手予 1ドさ l')1三訓に， 1国人の行計7の影翠ガヨる ιフIblH， dニとほG く，

い片フ1手、ノ阻と全体と11・温互作用 L之¥¥ミ三だ門下三、，之ち士吉 o を二Z:'，

吃ギ1し日、ゴE単に鼠主義に怠る v

ι7ナl， i社念頭角。ら鼠記-1ef aと 11ラ、この務立さ‘広，色去

の茎霞望論と tて，当?ヲと I1¥集包ぬgポ友彦どげ¥怠碩にあ、がけ1之

1¥ aらし¥¥ (7と、ちら芯と¥1うと ，芝山t(}，芝生葱矛的尽オt¥芝芯!立広

〈之.今、ームお白ち.n:.~乏をあ 3 。げームき気圧_ 2人ノ三人，一一

九人，と l\ う 13\ う倍.，z~i:::f&う 1)'\. をこう l¥ :コF完全とじ).. 1a寺め也え
が利ち TJl ¥φ 乙、〆主主くゴく蛍保侍最大イヒ有者7之 1¥うtαrJ 懐 li¥.7J. 

〈芯多。

報酬ーユ之ト定式fヒφ寄与正命題において.翁吉区1"者T問 ζ乃長七

期待包斗原理という毛のを.託金行曽10)茎卒合色E芝震をこ L て、専務

し之 n~ ~りけでお三丹、二二引にTf.，問題ヒオベ‘ ミ?とこち tr~ 言。ま

ず，この「訪問の最て宮R軒値i 開T里か、宏之 5臥 8た句亡 1手，① ー仁岸

き主的〉対7同 PI\~， ②如何 9車問亙.③最大照待hl[，が存互し忌 1\ と

いけG-n..ニq うtヲノ①につ¥¥之rJ_味工今題ε講じ、た宥に，をa
~tt...に疑鼠 ξ 役付1 ため否 2ら"ð 1λ:' ¥.¥ d.ここotト誌の許色ι，Ir十
帝ゆ汗巧 Z，モlt¥.11' ちぢ ~tめと L ょう o ~ 7ナ l，①jJ¥・・7吾在オ 2，tY

ちと 1¥っ2 ， をめ頭手再包(⑦〉が存在す d ~こは，下~ "t~し t ¥ ¥えTき¥l

C乃e・3うd0 

(討1用の)期待置と 1手1，手にt32 1之 ~t\ 同ノ生Rl Ë-事録か‘モ T三

らぢ告らの世主"'cョ q 喜安Lβ・生LtC可 3ヒ見込ま ll¥.芸主鼠ゐ金全との、

量五コAち‘ある o ここ沖ちF-ぜτに，っさ‘のことが判ミ一一朗待径が刊

とU.¥.d F-初仁fd-，老n閉め砲に!主， (V霞専 r;t.¥!5'りさ、存〈二〉屯が定義主

れ之 l¥ f.)げ臥f京、ちらな"17 と刊ろニ之(;1...，②7]'"主主主す3ためにIユ，
わ7m間意tl吉、 く f手数重~C\ a;~芦!什きるく〉主教的芝、厚付 If~手‘存らお

1 ¥、と¥¥う二とに8~~二 u\r手 ， かっ Z 限界初1同警 ~f7であ U(. ほど和二

半11 三けL も 1三弘と存，た-~数1亘お1 閉関訟の惹耳ト1J.事ミ芭芝，こ二と零

き告し之し 3弓之1¥2，ことに1J.~o 二 φ こと 11' ， .e仇ようにうえ伝索開

匙魚交尾之こミ手紙宅にo?strtぎ，改拘之畠ぅ;J:~ 1ラ(;J(¥ f三、 3う o
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要員青年芭r..tx奇声E~ 三とち乙三ためには，主医tfi勺~キの珪去 y介序ガ-

7re、話在可 ζ と主え， lt&的脅I 間関手企 1天- 宅う-/5&たコS-~と喜三~7â

1;れr::!'Td 1..7 ~ ¥ ¥ <>主風向車苓:という君之だについて. いくつホ産話、

し之 P こう o 従苦十を?にあ、け~1iE去の惹えフ5 に Cð. 乏しr\. E . li)鋲行に

あら\f)臥る田対頻長句~r良、と d-f 1a 1) NeJll13tl - r~C\(玄Dn 琉0) Fと大と、

ほ1)主観的官濁¥1妻、主こ引な官 Fょherめe;ぎと， の lかくどf:2つホ・‘

あd(L斗}J....室 I:1q74J)。モmゅZ， 亘痔にに:r.i往5主的G:何気さたみttl¥
よ5fff. ，主鼠的確去、芝定之丞こと包惇広 そ乏臥ほと、突っnir;ごとで、む

U ¥¥ 0 Lか ι(..広三回匙t)¥ 払とつの契担図式めょっTJ.eめど L之.

二II¥二ltl0) ~ゑがき豆り乏うさお写蔭色必ど~，位，月\0 こうレヘう事長

j穴、主主りをうさ・3 急電合 G ピII~危， と¥1 :;，応うに， 11 3L¥ '3芝 2.Z 1¥ 

z ‘と¥¥うことを，設銅図弐め志かにとリ 1¥Lrl 5以よほ，っき、め明

言テ BAらずに ι芯汁机f主怠らId¥¥だきう。まず， 主伊J勺芯陸寺のヲヤ干移

のf土支c/:1=， ~\ 0) <:主うにし之町ちれ乏の.&? 乙主t平グ u耳、め岳町何

事気lこ f寸(て 112，施年 L・~7毛〉芝生日 gのぞ忍片れ jd:' -' 1!.自衛恒心 :去t~e 
さ彦、¥ ... ) 芝川魚、 tと乞乙鼠雲町保さ存¥¥存ち.乏うした1民会ずノ

こごと、市で急に火、警と二r~n O ように吉、 c0'T7? この E りの魚l亡

閤 ι て/手，輪差直島にd 2>叙!:Jf5..-fJ・Jt-あたらない q で，でて~ ¥1¥起.'訴し

L、受刑をさをたいちの定、モ二~う。

さ之:J:.，た，か y に頭手斉包1ì"吾匠 dj ミ3 という L 仮設的志〉主悉~' -

町らかそう下芝府lゲIiE. Z r-..と ι之ち議士茸耳許箇というものか、あきの

世 3う7ラ? r最大顛侍包斗際理という告のか?，至宝定ささるめを‘あ

ララ尤>?

了苛1聞の桑1て主Rf寺値」需王室のようた主，一撃のすT費11的文をたてて行

三こど/""J， :t;;ち 3ん、理論勇三日遅養、に属1)a 0 Lか L. 3らlハこ以@

1託金さ T;-r:..ぐ， 本 F このiR安定怠{J)7ヂ江. (君!法a勺7立差主主が， ぁ s レ\~. .

議芳主的芯妥当ト住の主主宰 fこよヲて〉理由ィア片ち lH，~ぬ守 t夕、局 3 う d

81 つうにゲーム謹郊で/さ，単栴た短大翼民舟庖をこと~と港乙たりは

ι怠い !さくつまリ .主短命石室主主のよう尽存王位は.1:ち巴‘さず〉、を

のかわり f乙，主二-;トふヶ乏定通のc支う怠子安宅時翠芝、宅悪意万三。
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ちとエ.き缶百~， n ぜ、 ごう ιた取殉さ品怠ぐ r主貝'丙1笹原7て..lifk.砲

をt コときたのだきちラフワ、? =此には， I!l 1三しにfJ.-，町3バくち主主 t¥

tJ'¥碇缶$'3-に，おとえらくこういくことで目白万三うずーーザーム

兎誌衡の主建前、未すように，ザーム諦，a壮:Re'、広，宙人ガ、ミさマ、γ

ケズ@.理にち三二づ.いて行きt1すらとすしr¥g:.. 一許更にをの帰結U.一去、

自で、ヨラちと色乙lJ-n。号三彬ゲーム l芯E主主さ:月三け川ども J 庁人の主

主主tf.'/君主庵芝許吉 λ定、 V L 之，特定者10 習l~ 芝 ζd うとぢ 2 ゑ色市ど

には，主こ."CJ)よラ怠ことが、庄司五三めか〆 f;}-ゥざり平'恵窃包こと(J.:.'言、ミT

Td-1 ¥ "もち弓人，あき民団さほ予酒¥t:J¥'っく rtt/¥ r:: ts .三 ~r\ 以とのこ

と尽きええ乎~.;'.白出産の.ç-'(こに. こういうこと常‘五、二「て t雫号

f3L25信¥¥ι..;rた こう 1\うこと77'"あ、二勺之壱下電話~-広彦 11. '(し

かちえ厄¥\の2!: ~3 。二 Utt主， トf'-4.埋き角的七、y-千 f ラザ a ちとと

瓜. ~.をlF 記 Uh L きる巴‘庁の精患をと王室論装置柄、ち" z. "芯 1¥， とい

うで.''(吾、意味す玉。をちごう人，従阪7cl&当性在高罰王qa，二とぢ，

塁弓にまか亡 Q"L .翌三角て仁之広作島!二f国号皇ぜ三区三ふ。ご廿¥J;j，ますれ

い，というめザ‘，まる琶q 亘思7‘2らヲたのさ/d-.芯いずす δ広，どう

亨れ口‘d ¥¥沙， と¥¥うと，ミこ.?、v ケコご原田lをやめ，をめかh リ

!こ.マクで/之ム碇勾11.ξちっ之くIi¥ t:f.. d ¥¥さ/d.R. H力、。各人のさまさ・

ま芯駒略o'l思:写三fll 包汁 ~I (p旬。仔TY1a.-triJ<.)の樫金lI芸をのき5-にのこし

とおい之， 芝U¥乏，基設的脅1明言自主又広らびに主観的瑳寺q 品たつの

主策的夜ae介 JZ， 名人9 主国0 fd.かに‘号 Lとつ之 Laえ/包'よ

いのであき。色人 7於実見(ようと可~ O)!手，期格rg-rF‘曇丈に忍 ~d

フ広駅路をあ 3すら.事後的に.要員等 Lただ、円m者1聞 1夕、えち/..1¥.O 1) 

b うかをこl:'かに口頭市ち芯 t¥ 0 二φようにすl.j¥.1:1:'.十r"ーム識的意

共さ乏の辛どで、. fl，日産品行動再尉1とー築合gl県南古とを、 惹之さ5ことが

ささ舌にぢが、い fユ1¥一一一.

ニめよう起工乏に.J' '2.論亘 qき図ロ星II元:1lY¥た Jう lこ買え3

fト~しれと主\， fJ¥".1 乏のために私 tb仇た犠牲15-，立E丈君 1¥...名扇.

U ういラ二とか‘志、こ q た3 ずす さき q 装工浄宅と事正命賓とにま

「マ τ 一応，ごめよう~杭ミ史下においてを作者7 を決きさをミ主体と

11. 

¥ ¥う号のf:. ニめま軍事手当 fれ虫記~ヒにで:ps之 5 ごとげでぎた。 ι 11\

し，立ラ方 3た(.¥1)た， ごの J!l!S-角(~ .芝検討者1用問扱〈后らす1=.主

民的珪与:ラの迄1王という， 理論ぜ庄市患にぐらパて回 gずに!ぶ ζずに

ぎつい担論恨殺を，菅員いこ人三 L~ 、たcろで‘a;;~ーを l 之 9

1豆議開零才色!;J， 理静穏隠さ~O)メミ合どりが・って. r3り α庁三こどプグネ

町自モC'3ろ5、といウめ lき，顎'侍f亙Eと..， Z L d ヲてl\~17'\らだ'" ~呈

?託児完と¥¥うきわめ之特定立川lた紅会号実ε採うのにち， dE1苛 I呈拘 .
広， あ O)dぅ厄一服fヒさ lH.た気鈎ε、大三主主争向に必零之した o を4'¥

に k し之，紅毛主定着誌の虫色に厄， 経 l苔荷風、よりfJ~か lて特定さ怠 l\ 、

数量化の~1f-& しい，?をとt と l 1三.金時三命色'F.土怠東宝を~ !汗りぬ汀

ざいず尽片 ~l\ 丘、忍らな 1\ 。モラ l¥う社会事実 q積玲にあ、 I¥て.主主音

江.よ 1)会芹ゆきつ It (つまリ I ~貢単 Eちっ Z. よリ合定的立〉符

釘7問\~，者締~t仕事託会宗た措い CL きヲたとろ Fき q こめよ 5 1;エT安定広，

事態 f二立Lf守方~壱 σ3 坦， とちえよウ o

以工今ぺたこと t)"~ Ihたし q~ :f明 L 乙抗、きた l\ ，こめ持主的理缶詰

土の何段くと¥¥ラょっ t. む t三、車常、た1lt.いような号の ) I訂の Z:.'

ある。

E工巴、，議百 l手， 二の偽~左こÇ) <:エうに理品構式、く手当之、色司君ι

た Cろだ:3うガ? 芝似芝唯潤Itて<hろlこ，布、芝らく， 婁受U主主主fア;

均にこのよう怠居l司4主左/フ c主く時?Z. 1¥芝こどか(.乏め払 ζつめき

ヲずfγに β フ C.d)e:‘t:J7;，主1¥t7¥，之乏之ら ν1ミロまあ，事ぎ駒ピ豊巻ε

問1¥らむ九之1¥3ずら， 乙経受話タにそラ〉妥当会参の e'序文きハずJ 之 l¥う

のz.'， ごの図司、E辛ちこA.0:ぎたの Z・1ろ3 う。 ι方、<..I わた(勾受
るとこき，実妻宅f~摩阜のやリぢと 、いうの庖 ， J¥ ~芝均的に，さ}りめご

間号性にみちたモのときあd.o 仰を L 広 4 くここと~fd.あえ之 Cl rt‘ズ吉川

水、〉二さ去さ、ま定主主主自力、ち.三LI¥..が，大(之;主呂オ還に壱 E巧たら怠1¥ 

2耳討をふz、乙零っ之 nd。
堅手Z命題に絹方ろ拍手話 f~. 以iニきあ ð""

ごぱ\~さのペー壬ように・ 二φ理舗の首長Qiあ三報酬ーコスト図式、

f子会人忍‘いき主零際色，すなIbぢ，希同1}:.¥無用豆nに完h実ょt¥.f¥之し
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通tn7包f乞方さ:‘高↑1堤伊丹賞
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17、ち，

1) t= ~ . 
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